
　

子
ど
も
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
か
ぶ
と
む
し
採
り
、
今

も
昔
も
か
ぶ
と
む
し
は
昆
虫
の
王
様
と
し
て
君
臨
し
、
子

ど
も
た
ち
に
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で

は
な
か
な
か
自
然
の
中
の
か
ぶ
と
む
し
を
採
る
機
会
は
減

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
「
あ
け
び
は
ら
山
の
子
は
う
す
・
ふ
れ
あ
い
体
験

棟
」
は
、
昨
年
度
に
建
て
ら
れ
、
今
年
度
オ
ー
プ
ン
し
た

施
設
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
木
々
が
植
わ
っ
た
ハ
ウ
ス
内
に
か
ぶ
と
む

し
が
放
た
れ
、
自
然
の
状
態
の
か
ぶ
と
む
し
を
採
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

訪
れ
た
人
は
、ま
ず
は
か
ぶ
と
む
し
の
居
所
を
さ
が
し
、

直
接
手
で
採
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
さ
す
が
昆
虫
の
王
様
、

す
ば
し
こ
く
動
き
回
り
、
鋭
い
脚
で
反
撃
し
て
き
ま
す
。

な
か
な
か
捕
ま
え
る
に
は
一
苦
労
の
よ
う
で
す
。　

　

子
ど
も
に
と
っ
て
は
新
し
く
、
親
に
と
っ
て
は
懐
か
し

い
体
験
が
味
わ
え
る
こ
の
施
設
、
今
年
は
8
月
19
日（
日
）

ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。 〜

か
ぶ
と
む
し
の
里
〜 n

どこに隠れているかな、かぶとむし

見
て
、
触
れ
て
、
遊
ん
で

　７月25日㈬綾野小学校で「水口かんぴょう」を
むく作業体験が行われました。
　この日は４年生約50人が集まり、ユウガオの実
が白く細長いかんぴょうになる過程を学びました。
　児童は、直径40㎝もある大きなユウガオの実が
どうやって細長い帯になるのか興味津々、まずは
地元農家の方が機械を使って実演しました。
　機械に据え付けたユウガオの実を回転させ、刃をあてたとたん、そこから白い帯が飛び出し、
あっという間にできあがり、まさに職人の技、児童はあまりの速さにびっくりの様子でした。
　児童はこの機械の操作も体験、勢い良く飛び出すかんぴょうを少し怖がりながらも、うまく
むくことができました。
　その後、全員でむいたかんぴょうを竹に掛けて干し、あとは乾燥させてできあがりを待つの
み。２学期に自分たちで調理します。自分たちでむいたかんぴょう、楽しみですね。

特産品のつくり方を体得
〜綾野小学校かんぴょうむき体験〜

　

来
春
の
開
通
に
向
け
て
着
実
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
名
神
高
速
道
路

で
舗
装
工
事
に
必
要
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

プ
ラ
ン
ト
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
造
設
備
）

が
完
成
、
７
月
19
日（
木
）に
火
入
れ
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
プ
ラ
ン
ト
は
、
同
高
速
道

路
で
使
用
す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
を

生
産
す
る
た
め
の
設
備
で
、
今
回
、
草

津
田
上
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
甲
南
ト

ン
ネ
ル
間
で
舗
装
工
事
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

火
入
れ
式
に
は
中
嶋
武
嗣
市
長
を
は

じ
め
周
辺
五
市
の
市
長
が
出
席
、
ス
イ

ッ
チ
を
押
し
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト

に
点
火
を
し
ま
し
た
。

新
名
神
で

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

プ
ラ
ン
ト
が
完
成n

火入れ式でスイッチを押す中嶋市長

n

かんぴょう干し作業

n

機械を使ってのかんぴょうむき作業

知ることからはじめよう
〜六ヶ所村ラプソディ上映会〜

まちかど特派員◎岡田裕子

　６月30日㈯忍びの里ぷららで核燃料再処理工場を巡る長
編ドキュメンタリー映画「六ヶ所村ラプソディ」が上映さ
れました。
　日本の総電力の約３割が原子力発電所で作られていま
す。燃料は放射性物質のウランで、ある程度反応すると熱を
出すスピードが落ち、効率が悪くなります。これが使用済み
核燃料で、電気を作ることによって出る「核のゴミ」です。

　全国にある原子力発電所55基から出る核のゴミを、再処
理しようという計画があります。現在、青森県六ヶ所村の
核燃料再処理工場は試験稼動していて、まもなく本格稼動
する予定です。
　鎌仲ひとみ監督は、３年間六ヶ所村に足を運び、賛成、
反対双方の村人の現実をあるがままに映し出しています。
監督に語っているであろう村人のそれぞれの思いは、その
まま私自身にも語られているようでした。
　この映画は、信楽町の「自然育児サークルなちゅらる・
まま」が、「子どもたちの未来はどうなるのか、切実な思
いに駆られ、少しでも多くの人々に現実を知ってもらいた
い。六ヶ所村の問題は遠いところのことではなく、私たち
の暮らしそのものを問いかけるもの、一人ひとりが自分に
できることはなにか、と問いかけながら日々を大切に暮ら
して行けたら。」という思いで自主上映企画したものです。
　私たちが生活の中で欠かせないと思い込んでいるもの
は、便利で快適という言葉とともに増えているのではない
でしょうか。知ることで暮らしを見つめ直し、自分自身で
選択していく、それは大きな１歩につながる小さいけれど
大切な１歩だと思いました。

n

「なちゅらる
・まま」

　と協力され
た皆さん

ようこそ甲賀市へ
〜ミシガン州友好親善使節団来市〜

n �

歓迎会では江州音頭も踊り、
　交流を深められました。

　滋賀県を訪問されたミシガン州友好親善使節
団員20名のうち９名が本市を訪問、ホームステ
イを中心に７月26日㈭から７月31日㈫までの６
日間滞在されました。
　滞在期間中、初日に市役所にお越しになり、
中嶋市長を表敬訪問された他、土山の茶園や忍
術屋敷、ふれあい水口合宿で本市を訪れている
三保ヶ関部屋の早朝稽古なども見学、日本の文
化を甲賀の地で満喫されました。
　また、訪問２日目となる27日㈮には、使節団
に歓迎会が行われ、中嶋市長も出席、交流を深
めました。また、歓迎会では、中嶋市長がお馴
染みの法被を着て出席、法被のデザインを紹介
しながら甲賀市をPRしました。

n

完成したアスファルトプラント
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